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３ 人口 

  戦前まで本市（豊見城村）の人口は、約 10,000 人前後の水準で推移していたが、戦

後は一貫して人口増加を続けた。昭和 40 年以降の人口増加率は高く、特に県や民間に

よって行われた宅地開発と第二次ベビーブーム、本土復帰が重なった昭和 45～50 年の

人口増加率は 89.5％と急激な伸びを示した。人口は現在も着実に増加し、令和６年

（2024 年）3 月末現在 65,719 人となっている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市のシンボルマーク 

 豊見城の「と」を三つ配合し
て「とみ」とし、積み重ねた

円形は築きあげる城を表す。 

 ◎組み合わせた三つの円形は、 

   それぞれ中心へ対話をもたら 

   し、調和を表す。 

 ◎外へのびる矢印は無限への広 

  がり、発展を表す。 

 ◎全体は調和と限りない発展を 

   築きあげる豊見城市民の意気 

   を示す。 

 

市花：ブーゲンビリア 市木：リュウキュウコクタン 

豊見城市立中央図書館  

ハーリー発祥の地 

沖縄の代表的な伝統行事「ハ

ーリー」は約 600 年前に豊見

城城主「汪応祖」が中国留学の

時 に 見 た 龍 舟 競 漕 に 感 動 し

た。帰国後、中国の製法に習っ

た龍舟を城下の漫湖に浮かべ

遊覧した。それを見た那覇周

辺の人々もそれに見習って龍

舟を造り、競漕を始めたのが

起源であると云われている。 

 

マンゴーの里  

 

マンゴーの里 

全国でもいち早くマンゴー

の 産 地 化 に 取 り 組 ん だ 本 市

は、平成 12 年に沖縄県知事よ

り県内初のマンゴー拠点産地

としての認定を受け、平成 21

年に「マンゴーの里」を宣言し

た。豊見城産マンゴーは沖縄

本島最大の生産量を誇り、品

質・糖度も高く、濃厚なフルー

ティな香りが人気を呼んでい

る。   

 

日本では九州と沖縄が主要な

飛来地で、市内では、ラムサール条

約登録湿地の漫湖 、三角池 、豊

崎干潟などで見ることができる。 

本 市が県内における重要な飛

来地であり、毎年観察できる身近

な鳥であるとともに、本市の水辺の

自然が象徴される最もふさわしい

鳥として、令和 5 年 2 月 1 日に制

定された。 

市鳥：クロツラヘラサギ 




























































































































































































































































